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評価項目等の整理方針

⚫ CASBEE、DBJGreen Building認証等の不動産認証や不動産企業等を対象としたESG評価、
ESG評価指数等における評価項目、我が国における社会的課題に対応した個別不動産における
国内の実際の取組事例をもとに、国内外のESGに関する枠組みも踏まえつつ、整理を行った。

⚫ 不動産事業を行う企業、投資家の双方の立場から検討し、共通言語となるものを整理した。

⚫ 評価対象は、個別不動産の整備、運営、利活用に伴う取組で、その取組の評価に際しては、地
域社会やまちづくりに与える効果についても考慮した。

⚫ 整理する評価項目等は、インパクト投融資におけるインパクトの評価に限らず、社会的課題に対応
した不動産に関する取組を評価する際にも活用可能なものとした。

⚫ 定性的な評価指標となる可能性がある評価項目についても整理の対象とした。

⚫ アウトプット、アウトカムのイメージを念頭において、評価項目の整理を行った。
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⚫ 不動産の整備によりS（社会課題）分野へのインパクトが創出される。
⚫ 我が国の社会的課題を念頭に、個別不動産（建物・敷地）の整備・運営・利活用について、個別不動産の利用者

を軸として、地域社会やまちづくりに与える効果についても考慮して、インパクトを評価する。

個別不動産に伴う活動（整備・運営・利活用）による
個別不動産の利用者を軸として、

地域社会やまちづくりに与える効果についても考慮して、インパクトを評価

不動産分野におけるS(社会課題）分野へのインパクトのイメージ

緑地の整備・

景観に配慮したデザイン

室温・明るさ・遮音

等に配慮した設計

コワーキングスペース

の導入

医療施設

高齢者施設の

整備

地域コミュニティ

スペースの提供
多様性・包摂性

の実現

バリアフリー化

快適で利便性の

高い生活・職場

環境の実現

避難場所

の提供

自然災害への

備え

地域経済

の活性化
地域の魅力向上

・地域文化の

活性化

地域社会・コミュ

ニティの再生

地域におけるまちづくりの構想や方針等への適合

地域の魅力向上・地域文化の活性化

少子高齢化への対応
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持続可能な社会の実現段階と社会課題

⚫ 持続可能な社会は、 「安全・尊厳」、「ウェルビーイング」、「経済」、「発展・継承」の順に実現されていくという考え方に
基づき、各段階で解決すべき社会課題を整理して、持続可能な社会の実現に向けた段階順に並べている。

持続可能な社会の
実現に向けた段階 社会課題

命や暮らし、尊厳が

守られる社会

• 自然災害への備え

• 防犯に配慮したまちづくりの

実現

• 人権への対応

• 多様性・包摂性の実現

• 少子高齢化への対応

身体的・精神的・社

会的に良好な状態

を維持できる社会

• 健康な暮らし・働き方の実現

• 快適で利便性の高い生活・

職場環境の実現

意欲や能力を発揮

できる、経済的に豊

かな社会

• 多様な働き方と生産性向上

の実現

• 地域経済の活性化

次世代に継承され、

発展する社会

• 地域の魅力向上・地域文化

の活性化

• 地域社会・コミュニティの再生

• 教育環境の充実

• 移動しやすい環境づくり
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4発展・継承

経済

ウェルビーイング

安全・尊厳



⚫ 不動産関連評価制度、ESG評価機関の評価内容、検討会の発表事例・ご意見、調査・ヒアリング事例をもとに、国
内外のESGに関する枠組みも踏まえつつ、不動産のS(社会課題)分野における社会課題・評価テーマ・評価分野・
評価項目について整理を行った。

⚫ 評価分野に対し、関連するSDGsゴール・UNEP FIインパクトレーダーを紐づけて、記載した。

不動産のS（社会課題）分野における評価項目等の整理概要

評価内容の整理

社会課題 評価テーマ 評価分野
評価項目

（アクティビティ）
SDGsゴール

UNEP FIインパクト
レーダー

インパクト・カテゴリー

不動産に関わる社会課
題

不動産のS分野における
評価テーマ

不動産のS分野における
評価分野

不動産のS分野における
評価項目

評価分野に紐づく
SDGs目標

評価分野に紐づく
インパクトレーダーのカテ

ゴリー

不動産関連評価制度 ESG評価機関の評価内容

検討会の発表事例・ご意見

サプライチェーンにおける人権

地域活性化

調査・ヒアリング事例
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UNEP FIインパクトレーダー
インパクト・カテゴリー

SDGsゴール



6出典：UNEP FI「ポジティブ・インパクト不動産投資フレームワーク」、UNEP FI「インパクトレーダー 包括的なインパクト分析のためのツール ポジティブインパクト金融実施ガイド」

UNEP FI ポジティブインパクト不動産投資フレームワーク

⚫ 不動産分野におけるインパクト投資の実践に向け、2018年に、UNEP FIにおいてインパクトレーダーが開発されるとともに、
UNEP FI不動産ワーキンググループにおいてインパクトレーダーを内包する「ポジティブインパクト不動産投資フレームワー
ク」が開発された。これらは不動産投資に伴うポジティブ及びネガティブなインパクトを特定するために使用される。

⚫ インパクトレーダーでは、持続可能な３つの側面にわたる22のインパクト・カテゴリーに整理され、カテゴリーが定義されてい
る。さらに、フレームワークにおいては、ネガティブインパクトや各々の計測に活用可能な代表的指標、関連SDGｓ等を
整理されている。

インパクトレーダー 

インパ
クト・
カ
テゴ
リー

定義
ネガティブ・
インパクト

投資テー
マおよび
マーケッ
トセグメ
ント

投資前後における
代表的指標

追加的ファイナンス・
インパクトの例

関連SDGs

水

人々が個人用、家
庭用、経済活動用
として十分で、安全
で、満足でき、かつ
手頃な価格の水に
アクセスできること。
安全な水とは、人の
健康を脅かす微生
物、化学物質や放
射性の危険源を含
まない水である。

・水ストレス
地域での不
適切な開発
(例：水を大
量に使用す
る造園や建
物利用)
・水ストレス
地域で生産
される、製造
時の水使用
量が多い資
材

適切な
定住

・水道サービス（本
管及び分散ネット
ワーク）が整備され
た単位（家庭・企
業）
・一人当たり水使用
量（平均的な消費
指標と低い消費指
標を参照）
・製造時の水使用
量が少ない資材の
利用
・信頼性、利用可能
性および品質の改
善と変化
・家庭あるいは企業
レベルの水道支出の
変化

6.全ての人々の水
と衛生の利用可能
性と持続可能な管
理を確保する
9.強靱（レジリエン
ト）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可
能な産業化の促進
及びイノベーションの
推進を図る
11.包摂的で安全
かつ強靱（レジリエ
ント）で持続可能
な都市及び人間居
住を実現する

インパクトの明確化、市場水準およびサステナ
ブルなリターン（投資命題）

追加的な資金およびインパクト
のフロー（成果）

インパクトの計測（結果）



不動産のS（社会課題）分野における評価分野等の整理（素案）1/２

社会課題 評価テーマ 評価分野 SDGsゴール
UNEP FIインパクトレーダー

インパクト・カテゴリー

自然災害への備え

安全・安心な生活環境の
整備

自然災害への備え（レジリエ
ンスの確保）

産業と技術革新の基盤をつくろう
住み続けられるまちづくりを
気候変動に具体的な対策を

健康・衛生
情報

防犯に配慮したまちづくりの実
現

防犯性の向上 住み続けられるまちづくりを 人格と人の安全保障

人権への対応

人権及び多様性・包摂性の
推進

人権への配慮
働きがいも経済成長も
人や国の不平等をなくそう
つくる責任・つかう責任

人格と人の安全保障

多様性・包摂性の実現
多様性と包摂性

（ユニバーサルデザインへの対
応を含む）

ジェンダー平等を実現しよう
人や国の不平等をなくそう

包摂的で健全な経済

少子高齢化への対応

人権及び多様性・包摂性の
推進

安全・安心な生活環境の
整備

子育て支援

貧困をなくそう
すべての人に健康と福祉を
質の高い教育をみんなに
ジェンダー平等を実現しよう
人や国の不平等をなくそう

教育
包摂的で健全な経済

高齢者支援
すべての人に健康と福祉を
ジェンダー平等を実現しよう
人や国の不平等をなくそう

健康・衛生
包摂的で健全な経済

健康な暮らし・働き方の実現

健康で快適な生活・職場
環境の整備

健康及び安全衛生の維持・
増進

すべての人に健康と福祉を
住み続けられるまちづくりを

健康・衛生
大気

安全な水の確保
すべての人に健康と福祉を
安全な水とトイレを世界中に

水
健康・衛生

感染症対策 すべての人に健康と福祉を
健康・衛生
大気

快適で利便性の高い生活・職
場環境の実現

心身ともに良好な状態の実
現（ウェルビーイングの実

現）

すべての人に健康と福祉を
住み続けられるまちづくりを

健康・衛生
包摂的で健全な経済

利便性の向上 住み続けられるまちづくりを
情報
包摂的で健全な経済
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【凡例】青字：第3回からの変更点



8

不動産のS（社会課題）分野における評価分野等の整理（素案） ２/２

社会課題 評価テーマ 評価分野 SDGsゴール
UNEP FIインパクトレーダー

インパクト・カテゴリー

多様な働き方と生産性向上
の実現

産業・経済の成長

多様な働き方を実現する
職場環境の整備

ジェンダー平等を実現しよう
働きがいも経済成長も 雇用

情報
包摂的で健全な経済生産性向上を図るための

職場環境の整備
働きがいも経済成長も

地域経済の活性化

雇用機会の創出と地域産業
の活性化

働きがいも経済成長も
産業と技術革新の基盤をつくろう 雇用

包摂的で健全な経済
イノベーションの創出

働きがいも経済成長も
産業と技術革新の基盤をつくろう

地域資源の活用
産業と技術革新の基盤をつくろう
働きがいも経済成長も
つくる責任、つかう責任

資源効率・安全性
包摂的で健全な経済

地域の魅力向上・地域文
化の活性化

地域の魅力や文化を生かし
たまちづくりへの貢献

地域のまちづくりへの貢献 住み続けられるまちづくりを
健康・衛生
包摂的で健全な経済

魅力ある景観の形成

すべての人に健康と福祉を
住み続けられるまちづくりを
気候変動に具体的な対策を
陸の豊かさも守ろう

健康・衛生
生物多様性と生態系サービス
包摂的で健全な経済

歴史・文化の保護・継承・発展 住み続けられるまちづくりを 文化・伝統

地域社会・コミュニティの再
生

地域社会・コミュニティの活性
化

地域交流の形成・促進
住み続けられるまちづくりを
パートナーシップで目標を達成しよう

包摂的で健全な経済

住宅の整備

貧困をなくそう
人や国の不平等をなくそう
住み続けられるまちづくりを
パートナーシップで目標を達成しよう

住居

教育環境の充実 教育環境の整備
質の高い教育をみんなに
人や国の不平等をなくそう
パートナーシップで目標を達成しよう

教育

移動しやすい環境づくり
移動手段・交通アクセスの整

備

交通利便性の向上

すべての人に健康と福祉を
エネルギーをみんなに。そしてクリーンに
産業と技術革新の基盤をつくろう
住み続けられるまちづくりを
気候変動に具体的な対策を

健康・衛生
移動手段
気候

歩行・自転車移動がしやすい
環境づくり

産業と技術革新の基盤をつくろう
住み続けられるまちづくりを
気候変動に具体的な対策を

健康・衛生
移動手段
気候

適切な維持管理 住み続けられるまちづくりを 資源効率・安全性

テナント・管理者・利用者等との協働 パートナーシップで目標を達成しよう 包摂的で健全な経済


